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会   議   録 

名  称 令和８年度第２回目黒区男女平等・共同参画審議会 

日  時 令和８年７月１日（水） 午後２時００分～午後４時００分 

会  場 目黒区総合庁舎４階特別会議室 

出 席 者 

（委員）和田、田中、田代、小林、駒﨑、髙津、飯澤、佐藤、村井、奥山、井

川、菊地 

（男女平等・共同参画オンブーズ）市川、津野 

（区側）区長、総務部長、人権政策課長、事務局 

傍 聴 者 １名 

配布資料 

・次第 

・【資料１】目黒区男女平等・共同参画審議会委員名簿（令和８年６月１日現在） 

・【資料２】目黒区男女が平等に共同参画し性の多様性を尊重する社会づくり条例  

・【資料３】目黒区男女平等・共同参画審議会運営要綱 

・【資料４】目黒区男女平等・共同参画及び性の多様性の尊重を推進する計画の改定について  

・【資料５】令和８年度 目黒区男女平等・共同参画審議会 予定表（案） 

・【資料番号なし】目黒区男女平等・共同参画センター事業記録（令和７年度版） 

・【資料番号なし】目黒区男女平等・共同参画オンブーズ年次報告（令和７年度） 

・【資料番号なし】男女平等・共同参画オンブーズ（苦情処理機関）チラシ 

会議次第 

１ 開会 

２ 出席者紹介及び役員選出 

３ 区長挨拶及び諮問 

４ 情報連絡会（審議会・オンブーズ・区の情報交換） 

５ 審議会運営について 

６ その他 

７ 閉会 

会議の結

果及び主

要な発言 

１ 開会 

・定足数、傍聴者の確認 

・資料確認 

２ 出席者紹介及び役員選出 

（１）委員自己紹介 

出席委員が自己紹介した。 

（２）区出席者紹介 

人権政策課長が区長を除く区側出席者を紹介した。 

（３）会長選出 

互選により田中委員が会長に選出された。 

（４）副会長選出 

互選により小林委員が副会長に選出された。 

３ 区長挨拶及び諮問 
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区長から、委員への就任について謝意が述べられた。 

また、 

諮問「目黒区男女平等・共同参画及び性の多様性の尊重を推進する計画の進

捗状況の評価について」を区長が審議会へ諮問した。 

～ 休 憩 ～ 

４ 情報連絡会（審議会・オンブーズ・区の情報交換） 

（１）オンブーズ自己紹介 

男女平等・共同参画オンブーズの二人が自己紹介した。 

（２）令和７年度 男女平等・共同参画オンブーズ年次報告（オンブーズから） 

   「目黒区男女平等・共同参画オンブーズ年次報告（令和７年度）」をもと

に、相談件数及び申立件数はいずれも０件であり、近年、利用件数が少な

い状況が続いているとオンブーズが説明した。  

【主な意見】      

 （委員）相談件数が少ないことは、問題がないことを意味するのではなく、制

度の認知不足や利用しにくさが原因である可能性も検証すべきではない

か。また、東京都等の相談窓口との関係についてはいかがか。 

（オンブーズ）周知不足は大きな課題である。また、オンブーズの役割が理解

されにくい。相談者のニーズと制度が十分合致していない可能性がある。 

（委員）東京都の相談窓口では管轄外相談に対し適切な窓口案内を行っている

実例がある。 

（委員）相談者の心理的・物理的ハードルを下げる工夫が必要ではないか。 

（委員）利用者が適切な窓口へ到達するための導線をわかりやすくする必要が

ある。インターネット等を活用した流れを構築したらどうか。 

（委員）一般区民にはオンブーズ制度自体がほとんど知られていないと感じ

る。 

 （区）ウェブサイトの内容を改善し周知も行ってきたところである。相談窓口

自体が多様化している、また、ハラスメント相談などは企業内の相談体制

も整いつつある、といったことから、利用実態が変化している可能性があ

る。相談以外の問い合わせに係る情報の把握や報告方法についても検討し

ていく。 

５ 審議会運営について 

（１）所掌事項等について 

審議会の所掌事項等について、【資料２】条例及び【資料３】要綱を基に人

権政策課長が説明した。 

（２）計画改定について 

現在の計画は令和８年度で終了するため、新たな計画策定作業を進めている

ことを人権政策課長が説明した。また、前期審議会においてまとめられた

「計画改定の考え方」を踏まえ、改定素案作成、パブリックコメント、改定

案作成、を進める予定であり、委員の意見を反映していく方針を示した。 

（３）令和８年度のスケジュール 

   【資料５】予定表をもとに、今年度のスケジュールについて人権政策課長が
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説明した。 

（４）事業評価について 

   会長から事業評価の考え方が説明された。 

【主な質疑】 

（委員）意識調査の回答率について 

→（区）回答率は概ね 30％前後で推移している。 

（委員）評価結果がどのように活用されるのか 

  →（区）答申内容は各所管に共有され、改善策検討の材料として活用され

ている。 

（５）小委員会の設置について 

会長が小委員会の設置と、小委員会で答申書案を作成した後、審議会で答

申内容を検討すること、小委員会に関する次の事項について併せて提案し

た。 

小委員会の名称：事業評価小委員会 

付託事項：推進計画の進捗状況の評価 

付託期間：令和８年１０月末日まで 

また、事業評価小委員会の委員として、会長が小林委員、田代委員、駒﨑

委員、井川委員を指名した。 

６ その他 

次回審議会の開催予定 

令和８年１０月２日午後３時から開催予定 

７ 閉会 

以  上 

 


